
特定非営利活動法人 日本臨床検査標準協議会(JCCLS)         
財団法人 日本適合性認定協会(JAB) 

 
説明会開催のお知らせ 

                            
ISO15189(臨床検査室－品質と能力に関する特定要求事項) 

－メタボリックシンドローム対応健診機関・臨床検査室の標準－ 
   
■開催趣旨■ 
特定非営利活動法人 日本臨床検査標準協議会(JCCLS)と財団法人 日本適合性認定協会

(JAB)が国際規格 ISO 15189による臨床検査室の認定を開始して 2年が経過致しました。
その間大学病院、総合病院、大手検査センター等を含む計 25検査室が認定に至っておりま
す。 
最近厚生労働省は、「標準的な健診・保健指導プログラム(確定版)」により、医療保険者
に対して健診・保健指導を義務づけ、平成 20年度より具現化することを提示しました。40
歳以上の対象となる人口が 6000万人と推定されるため、どこの医療機関で健診が実施され
ても、均一な健診結果が得られる必要があります。これには臨床検査室の質の確保が必要
です。 
世界的には国際規格 ISO 15189(臨床検査室 - 品質と能力に関する特定要求事項)を適用す
ることにより、検査前手順、検査手順、検査後手順のすべてにわたって検査室のマネジメ
ントシステムが確立されることとなり、その基礎の上、トレーサビリティのとれた機材を
用いて健診データを全国の健診機関の中で比較可能にして健診の質の向上と安定化をはか
ることが可能となります。 
このような中、全国の医療機関・健診関連機関より臨床検査室の要求事項を定めた ISO 

15189に関する説明会を実施して欲しいとのご要望が多く寄せられております。 
JCCLSと JABでは臨床検査室の要求事項を定めた ISO 15189に関する説明会を次の要

領で開催いたしますのでご参加頂きたくご連絡申し上げます。 
お申込み・お問い合わせは事務局 [国際試験・検査評価センター]までよろしくお願い申
し上げます。  

2007年 7月吉日 
■ プログラム■ 

10: 00 開会の辞  渡邊 清明 氏  
特別講演 

10: 20 「メタボリックシンドローム対応健診機関・臨床検査室の標準」 
国際福祉医療大学 教授 渡邊 清明 氏  

基調講演 
11: 00 「東北大学病院における取り組みについて」 

東北大学病院診療技術部 臨床検査技師長 長沢 光章 氏  
11: 50 昼食    

ISO15189の説明 
12: 50 「ISO 15189 第２版移行の取り組み」 

「ISO 15189 第 4章 マネジメント要求事項」 
(財)日本適合性認定協会 青柳 邁  

14: 40 「ISO 15189 第 5章 技術的要求事項」 
(財)日本適合性認定協会 大野 紘宇  

16: 00 「申請から認定までの手順、メタボリック健診対応検査室認定」 
(財)日本適合性認定協会 久保野 勝男 

17: 00 終了                            (講師の都合で変更の可能性があります。) 
 

 



■日時■ 
説明会 2007年 9月 20日(木)10:00～17:00 (受付 9:30～) 
 
■会場■ 
仙台国際センター 3F小会議室 8 
住所: 〒980-0856 宮城県仙台市青葉区青葉山 TEL: 022-265-2211 
交通: バスで仙台駅前(西口バスプール 9番乗り場)～博物館・仙台国際センター 
 所要約 10分 

 
■参加料金■ 
説明会 10.000円(税込) 
教科書代 3,000円(税込)---お持ちでない方はお申込み下さい。 
当日はパワーポイントと書籍「臨床検査室のための ISO 15189の解説とその適用指針 河
合 忠 青柳 邁 共著 丸善(ISBN4-621-07610-8)」を使用します。すでに購入の方はご持
参下さい。未購入の方には 3,360円(税込)のものを 3,000円(税込)で販売しますので受講申
込み時にご購入申込み下さい。(書籍は説明会当日お渡しします。)  
 
■お申込方法■ 
下記所定事項をご記入の上、事務局［国際試験・検査評価センター(ITAC 略称: アイタッ
ク)］まで、下記電子メールアドレスにてお申込み下さい。 
(株)AQUQMUSE内 ITAC(International Testing Assessment Center) 
電子メール:  seminar@aquamuse.ecnet.jp 
所定事項:  件名に「9月 20日説明会参加」とご明記下さい。 
機関名・郵便番号・住所・氏名・部署名・電話番号・書籍購入有/無  
 
■お支払方法■ 
電子メールで送付した「受講証兼請求書」の請求書に記載されている指定金融機関へ、「受
講証兼請求書」が到着後 7日以内にお振込み下さい。お振込み手数料はご負担下さい。  
 
■お申込締め切り■ 
2007年 9月 13日(木)  
 
■受講証■ 
お申込み順に返信電子メールにて「受講証兼請求書」をお送りします。 
受講証を切取り線より切り離し、説明会当日、名刺と共に受付へご提示下さい。 
当日、急に受講者を変更される場合は、変更者は送付した受講証をご持参下さい。  

 
■定員■ 
説明会: 60名様(先着順)  

 
■お願い■ 
交通手段・宿泊などはご自身でお願い申し上げます。  
会場内は禁煙、飲食物の持込み・録音録画はご遠慮下さい。  
ご連絡(受講者の変更他)・ご質問などは事務局へ必ず電子メールでお願い申し上げます。
電話・Faxなどでの対応は行なっておりません。  
ご入金後の受講者都合によるキャンセルの場合、返金は致しませんのでご了承下さい。  
主催者の都合で講座を中止・延期した場合は、電子メールでご連絡の後、ご返金いたし
ます。  

以上 


